
       

 
 
 

「那賀川・長安口ダム水辺現地調査（魚類）」の 
結果速報について 

－那賀川下流域及び長安口ダム周辺で初めて確認された希少な魚類－ 

 

 

那賀川・長安口ダム水辺現地調査は、河川を環境という観点から捉え、定期

的、継続的、統一的に河川の自然環境に関する基礎情報の収集整備を図ること

を目的とした調査です。 

 

◆那賀川・長安口ダムで希少な魚類を確認 

調査の結果から、那賀川水系の水辺現地調査（魚類）における初確認種の

うち、5種を注目種として発表します。 

 

・那賀川の河口～汽水域において、徳島県内での初記録となるオオクチヌ

メリ、オカメハゼ、県内での記録が稀であるクロホシフエダイ、クロホ

シマンジュウダイが確認されました。 

・長安口ダムの貯水池内において、サツキマスが確認されました。降海型

のサツキマスは、那賀川や吉野川、海部川の下流域で確認されています。 

 

【参考資料】 

・各注目種の生態情報等は、別紙-1 のとおりです。 

 

 

平成２３年１１月２８日 

国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務所 

 

 

 

 

【問合せ先】 国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務所 
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那賀川水系で初めて確認された魚類の注目種の情報 

 

 

 

●オオクチヌメリ 

●オカメハゼ 

●クロホシフエダイ 

●クロホシマンジュウダイ 

●サツキマス（降湖型とみられる個体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙-1） 



 

 

●オオクチヌメリ＜スズキ目ネズッポ科＞ 

 

 

オオクチヌメリ Eleutherochir opercularis 
（那賀川河口 2011 年 10 月 27 日撮影） 

 

〔分布の概要〕 

南シナ海、インド洋沿岸、インドネシア、フィリピン及びパプア・ニューギニア

などに分布するとされる。日本における記録は、千葉県夷隅川（1997）と琉球列島

（2002）、高知県夜須川（2007）のみである。 

〔生息環境〕 

沿岸の浅い砂地を生息域とし、汽水域にもみられる。 

〔県内の生息状況〕 

徳島県初記録である。 

〔確認状況〕 

那賀川の河口において、秋季調査時に 2個体が確認された。 

〔特記事項〕 

本種の本来の生息域は、南シナ海、インド洋等の熱帯・亜熱帯域とされている。

今回確認された個体は、インドネシア、フィリピン等で産卵された稚魚が黒潮にの

って漂着し、成長したものと推測される。 

このように、本来の暖かい南方の海に生息する魚類が黒潮や台風などによって生

息域よりも北部の海岸に流され、冬の低温期を越せずに死滅することを「無効分散」、

無効分散を行う魚類は「死滅回遊魚」と呼ばれる。 

今回の那賀川における本種の確認は、国内において 4 例目、四国において 2 例目

である。 

参考文献 

                                                  
参考文献 ：片山英里・松本恭平・中村和喜・町田吉彦.オオクチヌメリの四国初記録（スズキ目ネズッポ

科）.四国自然史科学研究、(6):6-9（2011） 



 

 

●オカメハゼ＜スズキ目ハゼ科＞ 

 

 

オカメハゼ Eleotris melanosoma 
（那賀川汽水域 2011 年 10 月 28 日撮影） 

 

〔分布の概要〕 

静岡県以南の太平洋岸各地と琉球列島から知られている。国外では、台湾やマレ

ーシアに分布する。 

〔生息環境〕 

河口部に生息し、特にマングローブ帯に多い。根際、岩や倒木の下などにひそみ、

夜間は外に出てくる。 

〔県内の生息状況〕 

徳島県初記録である。 

〔確認状況〕 

那賀川の汽水域において、秋季調査時に 1 個体が確認された。確認された個体は

体長が約 30 ㎜と小型であることから未成魚と考えられる。 

〔特記事項〕 

黒潮の影響の強い太平洋沿岸で未成魚が確認されており、本州・四国付近で確認

される個体は死滅回遊魚であると推測される。 

高知県では成魚と思われる大型個体（体長 178 ㎜）が確認されているが、再生産

の有無は不明である。 

参考資料 

 

 

                                                  
参考文献：山渓カラー名鑑 改訂版 日本の淡水魚.川那部浩哉・水野信彦・細谷和海 編・監修（2005） 

高橋弘明・橋本健一.高知県で採集されたオカメハゼ Eleotris melanosoma Bleeker の大型個体.

南予生物、(13):31-33（2004） 



 

 

●クロホシフエダイ＜スズキ目フエダイ科＞ 

 

 

クロホシフエダイ Lutjanus russellii 
（那賀川汽水域 2011 年 10 月 28 日撮影） 

 

〔分布の概要〕 

南日本以南、インド・西太平洋に広く分布する。 

〔生息環境〕 

沿岸の岩礁域やそのまわりの砂地に生息する。 

〔県内の生息状況〕 

徳島県での記録はあるが、稀である。 

〔確認状況〕 

那賀川の汽水域において、秋季調査時に 1個体が確認された。 

〔特記事項〕 

確認された個体は未成魚で、4本の暗色縦帯をもち、体側に眼状班がみられる。 

黒潮の影響の強い太平洋沿岸で未成魚が確認されており、本州・四国付近で確認

される個体は死滅回遊魚であると推測される。 

参考文献 
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●クロホシマンジュウダイ＜スズキ目クロホシマンジュウダイ科＞ 

 

 

クロホシマンジュウダイ Scatophagus argus 
（那賀川汽水域 2011 年 10 月 28 日撮影） 

 

〔分布の概要〕 

稚魚は和歌山県以南から知られるが、成魚まで見られるのは琉球列島海域。イン

ド・太平洋に分布する。 

〔生息環境〕 

成魚はやや濁った内湾を好み、幼魚はほとんど塩分のない汽水域でも生活できる。 

〔県内の生息状況〕 

勝浦川河口や新町川の富岡橋周辺で確認されているが、稀である。 

〔確認状況〕 

那賀川の汽水域において、秋季調査時に 1個体が確認された。 

〔特記事項〕 

黒潮の影響の強い太平洋沿岸で未成魚が確認されており、本州・四国付近で確認

される個体は死滅回遊魚であると推測される。 

 

参考文献 
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●サツキマス＜サケ目サケ科＞（アマゴの降湖型とみられる個体） 

アマゴは、河川残留型・降海型・降湖型の 3 つの生活型があり、降海型・降湖型の個体

は「サツキマス」と呼ばれる。 

 

サツキマス Oncorhynchus masou ishikawae（体長約 35ｃｍ） 

（長安口ダム貯水池 2011 年 10 月 25 日撮影） 

 

〔分布の概要〕 

降海型のサツキマスは、伊豆半島以西の

本州太平洋側、四国及び瀬戸内海側の九州

の河川とその沿岸海域に及ぶ。 

降湖型のサツキマスは、琵琶湖や九頭竜

川上流域のダム湖で確認されている。四国

では、早明浦ダム湖内で 2001 年に確認さ

れている。また、高知県レッドリストにお

いては、「梼原川水系の降湖型サツキマ

ス」が「絶滅のおそれのある地域個体群

（LP）」として掲載されている。 

〔県内の生息状況〕 

降海型のサツキマスは、那賀川や吉野川、海部川で稀に確認されている。 

〔確認状況〕 

秋季調査時、長安口ダムの貯水池内で 1個体が確認された。 

〔特記事項〕 

確認された個体は、長安口ダムが下流にあり降海できないため、降湖型個体であ

ると推測される。 

参考文献 

                                                  
参考文献 ：「九頭竜川上流域のダム湖とその流入河川で獲れたサツキマス」福井市自然史博物館

研究報告 第 50 号：37-40（2003） 

アマゴ（河川残留型） 

（坂州木頭川 2011 年 10 月 25 日撮影）


